
10時00分～19時00分

項目 領域

本人支援 健康や生活

本人支援 運動や感覚

本人支援 認知や行動

本人支援 言語やコミュニケーション

本人支援 人間関係や社会性

営業時間 有

支援プロブラム　（放デイ）

法人（事業所）理念

〇一人ひとりが互いに励まし、理解し、協力し、支え合える社会を実現し、みんなが笑顔でいられる社会を。

〇障害のある人も高齢者や子ども達も、可能なかぎり住み続け、一緒に支え合っていける「共生のまち」輪島を目指します。

〇自立支援という大きな目標の中で、その人らしく生きていくことをその人に寄り添いながら可能にしていく努力をし、自己実現を目指します。

支援方針

〇安心できる環境の中での小集団支援・個別支援を行い、興味のある遊びを通し、自主性、社会性、創造性、コミュニケーションの力を育てます。

〇お子様一人ひとりに合わせて、手作り教材や遊びを準備します。

〇日常生活で必要な概念（数・文字・ルールなど）の獲得を支援します。

〇子どもたち一人ひとりが安心して過ごせる場所、自信を持って成長できる場所、いろんな体験を通して興味を持てる場所を目指します。

・本人の特性を理解し、五感を刺激することで認知機能の発達を促し、自分の力で行動し達成感をもてるよう療育・訓練を行います。

・形や色、大きさ、音、空間、時間などについて認知の偏りや個々の特性を配慮しながら、概念の理解を促すよう療育・訓練を行います。

・こだわりや偏食などの特性に対して、環境設定や関わりを工夫し、適切な対応を行います。

・伝わりやすい構音の習得や正しい発声・発語能力など基礎的なコミュニケーション能力獲得のための療育・訓練を行います。

・言葉・表情・身振り手振り・カードなどのコミュニケーション手段を用いて、言語の習得や自発的な発声を促すよう療育・訓練を行います。

・障害特性に応じた読み書きの能力の向上、コミュニケーション能力の向上につながるような個別・集団での療育・訓練を行います。

・ごっこ遊び、一人遊びから協働遊び、ゲームなどの集団遊びへと発達段階に応じた遊びを通して、人間関係や社会性を学びます。

・本人の感情や情緒が安定した状態で過ごし活動できるよう、支援者など関わる人との信頼関係を築きます。

・イベントなどの活動を通した地域との交流、集団への参加を通じて将来の自立、社会性の獲得を目指します。

送迎実施の有無

・来所時の検温及び健康観察により日々の体調確認を行い、健康と安全に配慮します。

・睡眠、服薬、食事内容などを把握し、生活リズムの安定を支援します。

・本人の発達段階に合わせて、衣類の着脱、排泄、食事など基本的な生活動作の獲得ができるよう療育・訓練を行います。

・※在宅酸素、経管栄養など医療的ケアが必要なお子様をお預かりすることが可能です。

・全身や指先を使った遊びや運動の中で、バランスのとり方や体の動かし方、力のコントロールなど身体イメージの発達を促していきます。

・食事や活動時など日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持の安定につながる療育・訓練を行います。

・感覚の過敏・鈍麻・偏りなどの特性に対して環境調整を行い、視覚・聴覚・臭覚・触覚等を活用できる遊びや活動などを工夫します。

支援内容

作成日：令和７年3月１日
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・ご家族様からの子育てや発達に関する悩みなどの相談に適宜

応じます。

・成長の過程で出てくる課題を関係機関で共有し、またご家族

の対応力の向上を支援するペアレントトレーニングなど、情報

提供等の体制を整えています。

・日頃から子どもの発達の状況や課題を保護者と伝え合い、共

通理解に努めるとともに、支援を行う場面をご家族様に観察・

参加する機会を提供します。

・保護者様同士の交流を深めるために保護者会やご家族参加の

イベントの開催など交流の機会を提供します。

・事業所の行事に地域の住民を招待したり、地域で開催される

イベントに参加する機会を作っています。

・地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関との

連携により支援を行う体制を整え、情報共有や相互理解に努め

ています。

主な行事等

・季節の行事（お花見、七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、お正月、バレンタイン等）を開催し、関係する創作活動も併せて実施。

・お誕生日会、手作りおやつやクッキングの開催。

・外食やお買い物体験、公共施設等の見学、こども食堂への参加、ピザ作り体験等の実施。

家族支援 移行支援

・学校卒業前には放課後等デイサービスから障害福祉

サービス事業所への移行のため、関係機関で情報共有の

ため支援会議を開催し、それまでの支援内容の情報を提

供しています。

地域支援・地域連携 職員の質の向上

・子どもの発達や障害についての勉強会を毎月開催し、

職員の基本的な知識や理解を深めるようにしています。

・職員の人間力や資質の向上を図るために内部研修・外

部研修に職員全員が参加できる機会を設けています。



10時00分～16時00分

項目 領域

本人支援 健康や生活

本人支援 運動や感覚

本人支援 認知や行動

本人支援 言語やコミュニケーション

本人支援 人間関係や社会性

営業時間 送迎実施の有無 有

支援内容

・来所時の検温及び健康観察により日々の体調確認を行うほか、毎月身長・体重測定等を行い発達状況を把握し、健康と安全に配慮します。

・睡眠、服薬、食事内容などを把握し、生活リズムの安定を支援します。

・本人の発達段階に合わせて、衣類の着脱、排泄、食事など基本的な生活動作の獲得を支援します。

・※在宅酸素、経管栄養など医療的ケアが必要なお子様をお預かりすることが可能です。

・音楽に合わせて体を動かす遊びや運動を通じて、身体イメージの発達を促していきます。

・日常生活の中で必要な動作の基本となる姿勢保持の安定のため、つかむ、支える、滑る等の要素を取り入れた遊びを取り入れます。

・視覚・聴覚・触覚等を活用できる遊びや活動などを工夫します。

支援プロブラム　（児童発達）

法人（事業所）理念

〇一人ひとりが互いに励まし、理解し、協力し、支え合える社会を実現し、みんなが笑顔でいられる社会を目指します。

〇障害のある人も高齢者や子ども達も、可能なかぎり住み続け、一緒に支え合っていける「共生のまち」輪島を目指します。

〇自立支援という大きな目標の中で、その人らしく生きていくことをその人に寄り添いながら可能にしていく努力をし、自己実現を目指します。

支援方針

〇安心できる環境の中での小集団支援・個別支援を行い、興味のある遊びを通し、自主性、社会性、創造性、コミュニケーションの力を育てます。

〇お子様一人ひとりに合わせて、手作り教材や遊びを準備します。

〇日常生活で必要な概念（数・文字・ルールなど）の獲得を支援します。

〇子どもたち一人ひとりが安心して過ごせる場所、自信を持って成長できる場所、いろんな体験を通して興味を持てる場所を目指します。

・音楽やリズムを使い、五感を刺激し認知機能の発達を促す活動を行います。

・形や色、大きさ、音などの概念の理解を促すよう療育・訓練を行います。

・こだわりや偏食などの特性に対して、環境設定や関わりを工夫し、適切な対応を行います。

・言葉と物事が結びつくような色々な体験を通して、言語の習得や自発的な発声を支援します。

・話し言葉・表情・身振り手振り・絵カードなどを通して、思いが伝えられるように支援します。

・相手とのやり取りや気持ちの理解など、相互的なコミュニケーション能力の向上につながるような個別・集団での療育・訓練を行います。

・ごっこ遊び、一人遊びから協働遊び、ゲームなどの集団遊びへと発達段階に応じた遊びを通して、人間関係や社会性を学びます。

・本人の感情や情緒が安定した状態で過ごし活動できるよう、支援者など関わる人が安全地帯となり信頼関係を築きます。

・イベントなどの活動を通した地域との交流、集団への参加を通じて将来の自立、社会性の獲得を目指します。

作成日：令和７年3月１日
事業所名 多機能型ライフサポート一互一笑



・ご家族様からの子育てや発達に関する悩みなどの相談に適宜

応じます。

・成長の過程で出てくる課題を関係機関で共有し、またご家族

の対応力の向上を支援するペアレントトレーニングなど、情報

提供等の体制を整えています。

・日頃から子どもの発達の状況や課題を保護者と伝え合い、共

通理解に努めるとともに、支援を行う場面をご家族様に観察・

参加する機会を提供します。

・保護者様同士の交流を深めるために保護者会やご家族参加の

イベントの開催など交流の機会を提供します。

・事業所の行事に地域の住民を招待したり、地域で開催される

イベントに参加する機会を作っています。

・地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関係機関との

連携により支援を行う体制を整え、情報共有や相互理解に努め

ています。

移行支援

・保育所や幼稚園、市町の発達支援室などと連携し、就

学前に移行支援会議を開催するなど、情報共有と相互理

解に努めています。

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

職員の質の向上

・子どもの発達や障害についての勉強会を毎月開催し、

職員の基本的な知識や理解を深めるようにしています。

・職員の人間力や資質の向上を図るために内部研修・外

部研修に職員全員が参加できる機会を設けています。

・季節の行事（お花見、七夕、夏祭り、ハロウィン、クリスマス、お正月、バレンタイン等）を開催し、関係する創作活動も併せて実施。

・お誕生日会、手作りおやつやクッキングの開催。

・外食やお買い物体験、公共施設等の見学、こども食堂への参加、ピザ作り体験等の実施。


